
第 6分科会　第 3会場

「共同組織の“わ”を強め、
あらたな担い手を広げるとりくみ」

第一セントラルビル ２号館　 ８ Fアース
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

三重 みえ医療福祉生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

上
ウ エ ダ

田　奈
ナ ミ

美 組織部 第 ６ 分科会

発表テーマ
つながり。ひろがれ。みえ医療福祉生活協同組
合

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

みえ医療福祉生協は、県内 ５ 地域が２０１１年に合併し
た法人。その一つ、伊勢地域は創立してまもなく５０
周年。来春には伊勢民主診療所の建替えオープンを
予定。組合員数は県全域３７，２１１人、伊勢地域３，５１７人。

TEL ０５９６―２４―７１４１ メール miecoop.ise２@gmail.
com

演題番号 ６ ― ３ ― １

コロナ禍で伊勢地域の組合活動も縮小を余儀な
くされました。加えて組合員の高齢化、組合員数
や担い手の減少も大きな課題もあり、今までの活
動の見直しを行いました。組合員を中心に、「組
合員のために」してきた活動ではなく、医療福祉
生協の枠をこえ、「地域を超えて」「世代を超えて」
繋がる活動づくりを進めることにしました。

フードドライブ提供先であった、生協外部の子
ども食堂さん。四季折々の企画を一緒にして、私
たちの今までの活動にはいなかった親子世代と関
わる機会になりました。組合員の得意分野で関わ
ることができ、組合員の輝ける場所にもなりまし
た。

地元の大学生とも交流を深めるように進めてい
ます。地域の班会に遊びにきてもらったり、コー
プみえ様と共催の健康まつりに、大学生がボラン
ティアで手伝ってくれたり。

他団体と繋がることで、医療福祉生協としての
活動の幅も広がり、担い手づくりに繋がりました。
まだまだ課題は多く残りますが、「組合員のため
に」から「組合員とともに」を目指し、活動を広
げていきたいと思います。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

大阪 健康友の会みみはら

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

古
コ ガ

賀　光
ミツマサ

政 もず支部　支部長 第 ６ 分科会

発表テーマ
支部結成から ８ 年かけて、 ４ 課題の達成めざし
た活動。特に協同基金の積み立て参加者を増や
してきた活動について

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

大阪府堺市北区百舌鳥地域　　その地域の人口は約
３００００人で共同組織の会員数は約１１００人

TEL ０９０―７１０７―４３２４ メール

演題番号 ６ ― ３ ― ２

支部結成から ８ 年。支部結成と同時にマンショ
ン １ 階 ２ DK に、ともの家『なごみ』もオープン
しました。人通りの少ない場所で、開所当初は人
集めに苦労しましたが、徐々にサークルも増え参
加者も増えてきました。支部長の「せめて法人が
負担している家賃分くらいは協同基金を集めた
い」の思いから、世話人ですら積み立てしていな
かった状況から、現在、サークル参加者のほとん
どの会員が参加。登録会員数は１６０人年間１０００件
の積み立てがあり、これは友の会全体２６支部中の
トップです。毎月１０００円、２０００円と少額ですが、
多くの会員の参加で金額も１３０万円になりました。
ともの家も改装して広くし、より多くの会員が集
まれるよう工夫しました。新しい世話人の繋がり
でサークルも増やしてきましたが、特に『うたご
え」は大好評。地域の会館を借りて月に １ 回実施
し、初参加の会員や新入会員も増え、登録人数は
６６人になりました。『いつでも元気』読者も増え
て３９部。これも全体のトップです。担い手を増や
し、支部結成してからすぐに郵送をなくしました。
この流れを作った教訓などをお話ししたいと思い
ます。



181

県連名 所属共同組織名又は事業所名

東京 中野・杉並健康友の会

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

植
ウ エ キ

木　絋
コ ウ ジ

二 中野・杉並健康友の会
会長 第 ６ 分科会

発表テーマ
仲間増やしを友の会と職員と力を合わせて目標
の超過達成（月間目標、年間目標）

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

中野区と杉並区にまたがる共立病院と共立診療所な
ど計 ９ カ所の診療所、訪問看護ステーション、薬局。
中野・杉並健康友の会と ９ カ所の診療所ごとに ９ つ
の友の会がある。会員数は、合計 ６ 千世帯。

TEL ０９０―２４１６―０８６４ メール kouji.ueki.０４１２@
gmail.com

演題番号 ６ ― ３ ― ３

１ ．コロナ禍で大幅に退会者が出たにもかかわら
ず。この ４ 年間は拡大数が減少して後退傾向に歯
止めがかからなかった時期。 ４ 年間で会員数が減
少しているにもかかわらず、拡大も友の会活動も
多くの制限など困難な中で前に進めなかった。
２ ．２０２３年度は、絶対、全身の流れを作らないと
友の会どころか、民医連の医療活動にも影響が出
かねないという危機感でどう克服しなければなら
ないかいう視点で意思統一。
３ ．友の会の前進は、健友会の前進であり、健友
会の前進は友の会の前進につながると訴えてきた。
４ ．友の会の役員が先頭に立つと同時に、健友会
の診療所事務長会議、病院職員全体会、理事会で
ともに困難を乗り切ろうと申し入れて、お願いを
してきた。診療所事務長や病院の外来窓口の職員
が拡大の先頭に立ってくれた。
５ ．サークルは減ったとはいえ、全体でサークル
の活発化を進める。班会の組織、空白地域で健康
チェックの取り組みの組織化、研修など。
６ ．２０２４年度は月間をまたずに少しずつ拡大を積
み上げるにはどうしたらよいかに挑戦したい。サ
ークルはもちろん、班会や健康チェックも。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

栃木 栃木保健医療生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

加
カ ト ウ

藤　和
ワ カ

夏 地域活動部 第 ６ 分科会

発表テーマ
大学生とひろげる “ わ ”　―宇都宮東支部から
元気を届ける―

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

栃木県を拠点とし、宇都宮市で ２ か所の診療所と、
６ つの介護事業所を運営する。組合員数は１２，７９８名
おり、 ９ 支部と ４ つの「たまり場」を有する。班会
は年間８５５回、参加組合員は累計６，５８２名である。

TEL ０２８―６００―１６０６ メール waka.kato@
tochigihoken.or.jp

演題番号 ６ ― ３ ― ４

宇都宮東支部は昨年 ６ 月に設立２５周年を迎え、
多彩な支部活動を展開している支部である。

東支部のたまりば「陽だまり」では、毎月さま
ざまな企画や、班会を開催。「陽だまり」の近く
には大学があり、組合員のつながりから、学生が
健康麻雀や料理班へ参加するようになった。組合
員と学生との多世代交流がうまれ、お互いが刺激
を受ける双方向の関係を築いている。

班会に参加する学生は地域活動に興味があり、
組合員に加入するだけでなく、「ぐるめっちゅ班」
という学生の班会をつくった。学生の「キッチン
カーを使い地域で活動をしたい！」という目標を
実現するために、「陽だまり」を拠点に準備をし
ている。

今春は、学生の発案により学生団体「白白公民
館」と支部が共催し、進学を機に １ 人暮らしを始
める学生のためのバザーを ２ 回開催した。

生協全体として組合員の高齢化が進んでいる一
方で、大学生というつながりができ、さらにそこ
から活動を発展させ、支部にとって新たな活力が
生み出されている。
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

福岡 社会医療法人親仁会　本部

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

米
ヨネムラ

村　理
リ エ

恵 総務部課長 第 ６ 分科会

発表テーマ
スクエアステップサークルを通した新たな繋が
り作り

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は、福岡県大牟田市。活動地域の人口は約
１１万人。所属する共同組織の人数は約２５，８５５人。

TEL ０９４４―５３―２７１１ メール r-yonemura@kome-
net.or.jp

演題番号 ６ ― ３ ― ５

親仁会とありあけ健康友の会がある福岡県大牟
田市は、人口１１万人、６５歳以上が ３ 人に １ 人の地
域です。地域の高齢化で会員の減少や担い手不足
により班会の数は半減し、会員の筋力の低下が顕
著になりました。この問題の打開策として「新た
な取り組みとしてサークル活動を作ろう」と試み、
「スクエアステップ」の活動を取り入れる事とし
ました。サークルや班会で「スクエアステップ」
を行い、また「友の会だより」への掲載、案内ビ
ラを配布しました。その結果、今まで友の会活動
に参加した事の無い会員さん等から多くの問い合
わせがあり、毎回新しい方がサークルに参加する
事によって、班会などの友の会の行事にも新しい
方が参加するようになりました。効果としては、
「筋力がついてきた」「外に出る機会が増えた」
などの声が寄せられています。今後も高齢化、人
口減少の問題は続きますが、友の会と職員が一緒
になってコミュニティ作りと担い手作りを目指し
ていきます。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

埼玉 医療生協さいたま
かすかべ生協診療所

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

平
ヒラシマ

嶋　悟
サトル まちづくり

コーディネーター 第 ６ 分科会

発表テーマ
お手紙作戦で広がりづくり

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は、埼玉県久喜市、白岡市、蓮田市、幸手
市、宮代町、杉戸町の ６ 自治体。
利根南地区の人口は約３９万人。組合員数は３，２９８人

TEL ０７０―２１５４―７３６１ メール k-sosiki@mcp-
saitama.or.jp

演題番号 ６ ― ３ ― ６

埼玉県南部地域では新しい担い手を増やす取り
組み『全集中担い手増やし』を２０２２年から開始し
ている。

担当している地区は車がないと買い物や通院す
るのも困難な地域だ。また運営委員・機関紙配布
をしている組合員も年齢を重ね高齢化が進んだ。
免許返納や持病の悪化などの要因で「運営委員を
辞めたい」「配布することが出来なくなった」と
連絡を受ける件数が年々増えている。各支部で定
例開催している健康ひろばなどの参加メンバーも
固定化しているため新しい参加者を増やす取り組
みも急務となっている。

別地区で取り組みをした『お手紙作戦』を担当
地区でもおこなっている。

新たな担い手になってくれる方を発掘するため
に対象者６０歳～７５歳までの方へ向けた『お手紙作
戦』の状況を報告する。
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

愛媛 愛媛医療生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

村
ム ラ セ

瀬　瑞
ミ ズ エ

恵 今治中支部　支部長 第 ６ 分科会

発表テーマ
支部活動を通じて、地域の人とつながり、健康
の輪を広げよう！

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は愛媛県今治市、人口１５万人、支部の組合
員数９３０人

TEL ０９０―７１４２―１４６６ メール mizuem@mac.com

演題番号 ６ ― ３ ― ７

元々の知り合いで、担い手交流会でも度々うた
ごえを担当してもらっていた。コロナ禍で中止に
なっていた、あおぞら健康チェックを再開した時
に、タイミングよく通りかかり、声をかけて参加
してもらった。自分の体組成などがチェック出来
ることに感激。必要性を感じて、自分のサークル
仲間にも取り入れたいと要望をもらった。三役で
丁寧に関わりながら、どんなことがしたいか、ス
ケジュールはどうなのかなど何回も連絡を取り合
って信頼関係を築いていった。その結果、 ３ 月に
うたごえ班会が誕生し、仲間増やしが達成した。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

大阪 大阪みなみ医療福祉生活協同組合
堺北診療所

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

波
ハ タ ノ

多野　泰
ヤ ス キ

輝 第 ６ 分科会

発表テーマ
担い手づくりの取り組み

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は、大阪府堺市堺区。活動地域の人口は約
１５万人。所属する共同組織の人数は約５，６００人。

TEL ０７２―２３３―６５６９ メール kumikatu-３@
osakaminami.net

演題番号 ６ ― ３ ― ８

しんどい課題である担い手づくりにあたって、
まずはできることから始めようと、担い手づくり
としては比較的ハードルの低いと思われる、地域
での機関紙手配り配布協力者さんを増やすことに
取り組むことにした。機関紙手配り配布協力者さ
んは、支部の運営委員の重要な候補者にもなり得
る。しかし、当診療所の規模・職員体制では、地
域訪問活動を頻繁に行うことが難しいため、簡単
な配布協力者募集のビラを作成し、機関紙に折り
込んで配布することにした。その結果と活動の報
告をします。
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

石川 石川勤労者医療協会

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

氏
ウ ジ タ

田　都
ミヤコ

健康推進部 第 ６ 分科会

発表テーマ
「共同組織と民医連を学ぶ移動学習会」に取り
組んで

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

石川県健康友の会連合会として活動地域は県内全
域、 ７ つのブロックで運営委員会を設け、友の会支
部は３９支部、行政の１５市町／１９市町に支部がある。
県内の人口は約１１１万人、世帯は４９．７万。共同組織
の会員は４９７０７人。

TEL ０７６―２５３―１５４０ メール lapaz@ishikawa-
kinikyo.jp

演題番号 ６ ― ３ ― ９

石川県健康友の会連合会では、担い手・後継者
対策として「共同組織を丸ごと学ぶ講座」を ９ 年
前から毎年開催。共同組織の歴史や活動、民医連
事業所の歴史、綱領、理念などを学び交流してい
ました。年々受講者が減り、各支部でも担い手・
後継者問題も深刻化しつつある中、より誰でも楽
しく気軽に学べるものにしようと、現地に足を運
び直接見て聞いて交流する「共同組織と民医連を
学ぶ移動学習会」を新たに開催しました。活動が
進んでいる地域の居場所と事業所へ出かけ経験を
聞き交流する内容としました。お互いの支部活動
の活性化につながり、それぞれの地域の共同組織
や民医連事業所の歴史と果たしている役割を学ぶ
機会は担い手づくりにつながりました。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

愛媛 愛媛医療生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

山
ヤマシタ

下　曙
ア ケ ミ

美 三津浜支部　支部長 第 ６ 分科会

発表テーマ
多世代参加の取組み　―浜っ子クラブ・ハロウ
ィンナイト―

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

愛媛県松山市の北西部、瀬戸内海を望む三津と呼ば
れるところが主な活動地域です。組合員数は現在約
６２０人。
助け合いの会「なごみの会」を中心に活動しており、
高齢者の多く住む地域です。

TEL �０９０―１３２７―６７８９
（地域事業担当） メール yamamototu@

ehime-med.org

演題番号 ６ ― ３ ―１０

組合員の高齢化に伴い、支部の活動規模が徐々
に小さくなってきています。支部運営委員の高齢
化も深刻化しており、世代交代・支部の若返りは
急務となっています。

しかしこれまでの活動は高齢者向けのものが多
く、若い世代特に子育て世代と関わる活動がほと
んどありませんでした。

そこで、世代間交流の「場」の提案から、支部
活動の中心である三津浜商店街近辺の小学生を育
てる組合員さんやそのお友達を中心に声がけをし
て、小さい子どもたちが参加しやすい企画を実施
することとしました。

実施時期が秋となることから、近年イベントと
して注目されるハロウィンをテーマに支部イベン
トを開催し、それに参加していただいた方々をメ
ンバーとした「浜っ子クラブ」を結成しました。

これまでに「ハロウィンナイト」を ４ 回開催し、
商店街の方々や近隣在住の組合員さんの協力も徐
々に増えてきています。

しかし、出発点がハロウィンだったこともあり、
ハロウィンの時だけしか「浜っ子クラブ」が開催
できない問題があったり、子供たちの入れ替わり
によるメンバー確保の課題も出てきています。
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

大阪 医療福祉生活協同組合おおさか

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

藤
フジオカ

岡　俊
ト シ オ

夫 理事 第 ６ 分科会

発表テーマ
子育て世代への認知度アップと次世代へのバト
ンタッチへの礎づくりへの「たしま子ども夜店
まつり」の取り組み

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

担当地域は大阪市生野区、東住吉区、平野区、主な
活動は生野区を中心に行っています。生野区の人口
１１万 ６ 千人、組合員 ５ 千人、東住吉区１２万 ７ 千人、
平野区の人口１８万 ９ 千人、 ２ 行政区で １ 支部、１５００
人

TEL ０９０―３７１６―４１５６ メール t-fujioka@asuka１８. 
com

演題番号 ６ ― ３ ―１１

組織の高齢化が進み機関誌の手配りさんや担い手の
減少による様々な障害が生まれてきています。組合活
動の次世代へのバトンタッチが急がれる事態になって
きているのではないでしょうか？そこで、 １ ．子育て
世代に事業所を紹介し認知度を高める ２ ．組合員活動
の次世代へのバトンタッチの礎づくり ３ ．地域の諸団
体との繋がりづくり ４ ．組合員と職員の交流の場 ５ ．
組合員・職員・地域の人々の楽しみの場づくりを実施
目的として取り組まれたのが「たしまこども夜店まつ
り」です。実施を決めたのは早い時期だったにも関わ
らず初めての取り組みで全然準備が進まず、右往左往
しながらの取り組みになりました。まつり当日は、開
始の ５ 時１０分前には ２ 組の親子連れしか来られていな
くて、「失敗か？」と不安になりました。しかし、開
始時間になるやいなや自転車部隊が押し寄せ、結果子
連れの若いお母さんお父さんたち３５０人が参加され、
田島診療所の前の駐車場、 １ 階待合室、 ２ 階デイサ―
ビス室、 ３ 階会議室が満員お礼の状態になりました。
用意したイベントに子どもたちの長だの列がいくつも
出来、子どもたちと親御さん・組合員・職員の笑顔が
事業所内に溢れました。参加した組合員・職員に感想
を聞くと第一声は「こんなに生野区に子どもがいたの
か？」（笑）でした。「たしま子ども夜店まつり」成功
の余波は大きく、以降の取り組みのキ―ワ―ドとして
「子ども」が浮上し子育て世代を意識した取り組みに
なって行きました。秋に ４ 年ぶりに実施された「平和
・健康まつり」も「平和・健康・子どもフェスタ」に
名前を変更。まつりの内容も「子ども」を意識したプ
ログラムに変更し、子ども連れの参加者が大きく増え
子どもコ―ナ―には、長い列がいくつも出来ました。
今後は、これらの取り組みの中での新たなつながりを
生かし次世代への礎を確実なものにしていく決意です。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

愛媛 愛媛医療生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

田
タドコロ

所　真
シ ン ジ

司 愛媛医療生活協同組合
道後支部長 第 ６ 分科会

発表テーマ
担い手交流会をとおしてステップアップを目指
す

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

道後支部エリア（道後樋又ほか２２町）支部組合員数：
５２１人。機関紙配布数：４３６部。機関紙手配り数：３９１部。
増資件数：１６。場数：１２。場組織組合員数：３６人。
担い手数４０人。支部小学校数： ２

TEL ０８０―９５３２―６５１０ メール ikasarete@icloudo.
com

演題番号 ６ ― ３ ―１２

コロナ禍により、場活動は一部を除き停滞（１２
箇所のうち ２ 箇所のみの活動）していたが、 ５ 月
８ 日より第五類感染症に移行し、他支部の場活動
開催などに刺激され、感染予防を徹底しながらの
活動再開機運が生まれた。また、新たな場として
『あいあいカフェ』が生まれ、尿検査、体組成や
血圧測定等のあと、健康談義や日常生活交流が行
われた。そこでは、健康フェスタ及び担い手交流
会の進め方について、皆が参加して楽しめる行事
にしようと深掘りされる意見交換の場所ともなり、
今度の担い手交流会は『医療生協に親しみを感じ、
楽しい場所と思って、もう一度参加したいと思え
る会にする』を目標にしようと意見が一致した。
それから、三役会や運営委員会、あいあいカフェ
などで『医療生協の特徴・道後らしさ・楽しむ』
内容を、どのように造るかの工夫が始まり、当日
は参加者全員が楽しめた交流会になりました。


